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安全上のご注意

外形図

強度のある場所に確実
に取り付ける
落下により、けがをする
原因になります。

注意

確実に取り付ける

● このたびは「DVP-18Sタイプ
買替用アタッチメント」をお買
い上げいただきまして、まこと
にありがとうございました。
お求めの「DVP-18Sタイプ買
替用アタッチメント」を正しく
取り付けていただくために、
この取付説明書をよくお読みく
ださい。

● 本製品は東芝換気扇DVP-18S
タイプをDVP-T14＊＊、DVP-
G14＊＊に買い替える場合に使
用する応用部材です。

● 換気扇本体を取り付けるときは、
換気扇に付属の取付説明書に
従って工事をしてください。

● この取付説明書は工事完了後、
お客様にお渡しください。

● この「買替用アタッチメント」は東芝換気扇専用です。
他の商品にはご使用になれません。

● 高温（40℃以上）になる場所、油煙の多い場所、腐食性ガスの発生す
る場所には取り付けないでください。

お願い

ET9X440801- ②

東芝換気扇＜ダクト用＞応用部材
販売店・工事店さま用

DVP-18Sタイプ買替用アタッチメント取付説明書
●DV-18PA

〒416-8521 静岡県富士市蓼原336番地

付属品

1．既設の換気扇（DVP-18S）を
取りはずします。
● 換気扇の落下に注意して取り
はずしてください。

2．換気扇をはずしたあとに、付属
の木ねじ（8本）で取付枠を木
枠に固定します。
● 取付枠の「排気口側」表示を
換気扇本体の排気口側にして
取り付けてください。

● 木枠など強度が不十分の場合
は補強材などを入れて確実に
固定してください。

3．吸気口、排気口にダクトを接続し
ます。
● 換気扇は付属の取付説明書に
従って取り付けてください。

0120-1048-00

天井への取り付けかた

取付図

化粧枠

金具

点検口
天井に保守点検口を必ず
設けてください。

木枠
（天井の野縁に固定）

すき間2～3mm
コーキング材で密封する。

ダクトは少し
室外側を下げ
て取り付けて
ください。

ベントキャップ排気口吸気口
金具

エルボ

テーピングテーピング
ダクト（パイプ）

ダクト（パイプ）

ダクト（パイプ）
　若干本体側を下げて
　取り付けてください。（　　　　　　　　　 ）

本体カバー

天井板

吸気グリル

取付枠

吸気口

木枠
木枠 ダクト
ダクト

排気口

取付枠

本体カバー

天井開口

天井開口

取付枠

排気口側

吸気口

木枠
木枠

ダクト
ダクト

排気口

取付枠

取付枠 本体カバー

木ねじ （長さ25mm）……８本（取付枠用）
取付ねじ（長さ12mm）……８本（本体、排気口用）
取付ねじ（長さ25mm）……４本（本体カバー用）

4．排気口を取付枠に取付ねじで固定
します。
　DVP-T14＊＊  1 本
　DVP-G14＊＊  2 本
● 換気扇は付属の取付説明書に
従って取り付けてください。

5．換気扇を取付枠に取付ねじ（4本）
で固定します。
● 換気扇は付属の取付説明書に
従って取り付けてください。

6．吸気口を取付枠に取付ねじで固定
します。
　DVP-T14＊＊  1 本
　DVP-G14＊＊  2 本
● 換気扇は付属の取付説明書に
従って取り付けてください。

7．本体カバーを取付ねじ（4本）で
固定します。

8．化粧枠を取り付けます。
● 換気扇は付属の取付説明書に
従って取り付けてください。

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

●ご使用になる前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。
●表示と意味は下の内容になっています。
●記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。

●は、指示する行為の強制（必ずすること）を示します。
具体的な指示内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。

は、禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。

表　示 図記号の意味

指示

禁止

表　示 表示の意味

注意 “取り扱いを誤った場合、使用者が軽傷（＊ 1）を負うことが想定されるか、
または物的損害（＊2）の発生が想定される内容”を示します。

＊1：軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど・感電などをさします。
＊2：物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットなどにかかわる拡大損害をさします。


